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191.メヂイカルチェック，フィジカルチェックの
あり方

。下線仁士，?富永 殺.河野~t1IS ，白本 iニ

〈筑波大学)

毘的:スポーツ選手のメデイカルチぷツグのi1il題点を
分析し，より効果的でち起用的なシステムのあり方会考え

る。問題点:1.コンデイシ滋ユングの成苔。~大学の

スポーツ選手 170名を対象に 1年関に出場した試合にお

ける竣成度とコンダイシ鍵ニングについて調査した也達

成度が良好と答えたものは約 45~もと半数以下で t 38弘

のものは造成度が怒いと答えている。患いと答えた現出

It~、ボーツ控室学的な問題が 38 %となっておりメデイカ

ルチ且ツクを中心としたコンデイシ器ニング管理が盤擦

であることがわかった。 2.メデイカルチエザグの間務

点9 …般的ないわゆるメデイカルチ品ツグをスポーツ選

手に当てはめることはすぐには鎚難である。選手，コー

チ， トレ}ナー， ドクターが協力しておこなうきめ織か

いコンデイツ u..::.γグの作業tこは不向きであることが多

い。 3.デ}タベ}スの問題点。従来の縫康診断を基本

にしたデータベースでは選手鎖々のプロフイールや過去

の競技成績，そのときのコンデイシ捜ンなどの情報が抜

けることが多かった。 4.フィードパ γ クの問題。一般

の嬢藤診断ではその結果を受齢者傍人にツイードバック

すればよいが，スポーツ選手の場合には選手本人t.:けで
なく歎欝，コーチ， トレーナーといった人遂にも情報を

提供していかなければならないことが多い。以上の問題

点をふまえてスポーツ選手のメデイカルチェッグ，フィ

ジカノレチ広ヅダのシステムを効率よく進めるためにな

Problem Oriented Systemすなわち問題志向解決裂のシ
ステムが趨していると考える。1.データベ}スの構築

とデータの収薬:デ}タベ日スの基本となるのはー鍛態

様状態のチ沈ツダであり，これは選手のコンデイショニ

ングとの箆係で議饗となる。さらに整形外科的なチェッ

グ，突然死などの予訪のための循環器系のチ:r.'Yグが必

饗となる()j主体的には， (1)パーソナルプロフィール，

(Z)主饗大会の成績とコンデイシ諸ン. (3)薬剤の
使用控室とドーピングコント p-ノレ， (4) コーチの抱鑓

している選手の援学的関築基. (ら) トレーナーからみた

選乎の医学的関題， (6)終盤の抱接， (7) フィジカル

チぉッグ，く8)検査，ですなわち一般検査と特鯨検査な

どである。これらのデータを収集し，基癒デ日夕べ}ス

とする。 2.T-タの鞍理統合とプロプレムリストの作
成:基縫う戸ータベースを統合してプロブレムリストを作

成し，さらに卒怒に解決しなければならないアクテイブ

プロヅレムと早急ではないが今後競技力の向上に陣惑と

なる可能性のあるものをイ γアクテイブプロプレムとし

てリストに記入していく() 3.初期計越の立案。 4.監査。

5.結集のフィ…ドパック o 6.鎗B質管理の繁雄

1.メデイカルチ.~ッグ 2. スポーツ陣容 3.POSシステム
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